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運用報告書（全体版） 
第144期（決算日 2023年４月14日）第146期（決算日 2023年６月14日）第148期（決算日 2023年８月14日） 

第145期（決算日 2023年５月15日）第147期（決算日 2023年７月14日）第149期（決算日 2023年９月14日） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「アジアの財産３分法ファンド」は、2023年９月14日に第149期の決算を行ないましたので、第144期か
ら第149期の運用状況をまとめてご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／資産複合 

信 託 期 間 2007年６月29日から2028年３月14日までです。 

運 用 方 針 

主としてアジアの国や地域を投資対象とする投資信託証券（投資信託または外国投資信託の受益証券（振替投資信託

受益権を含みます。）および投資法人または外国投資法人の投資証券をいいます。）の一部、またはすべてに分散投資
を行ない、安定したインカム収益の確保を図るとともに、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

｢アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ」円建受益証券 
｢アジアンリートマザーファンド」受益証券 

｢アジアンボンドマザーファンド」受益証券 
上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 
外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
第１計算期および第２計算期は収益分配を行ないません。第３計算期以降、毎決算時、原則として安定した分配を継
続的に行なうことをめざします。ただし、基準価額水準などを勘案し、上記安定分配相当額のほか、委託者が決定す

る額を付加して分配を行なう場合があります。 

 
＜940887＞ 

アジアの財産３分法ファンド 
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アジアの財産３分法ファンド 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 
120期(2021年４月14日) 10,617 30 0.7 － 45.7 47.7 1,399 

121期(2021年５月14日) 10,689 30 1.0 － 46.8 46.9 1,395 

122期(2021年６月14日) 10,948 30 2.7 － 45.9 47.9 1,416 

123期(2021年７月14日) 10,817 30 △0.9 － 45.8 48.1 1,392 

124期(2021年８月16日) 10,620 30 △1.5 － 46.0 47.7 1,353 

125期(2021年９月14日) 10,677 30 0.8 － 46.8 47.6 1,344 

126期(2021年10月14日) 10,655 30 0.1 － 44.6 47.9 1,329 

127期(2021年11月15日) 10,776 30 1.4 － 47.3 47.6 1,327 

128期(2021年12月14日) 10,559 30 △1.7 － 44.4 47.4 1,289 

129期(2022年１月14日) 10,675 30 1.4 － 44.2 48.1 1,287 

130期(2022年２月14日) 10,711 30 0.6 － 42.6 47.8 1,289 

131期(2022年３月14日) 10,505 30 △1.6 － 47.1 47.1 1,263 

132期(2022年４月14日) 11,072 30 5.7 － 43.9 47.6 1,319 

133期(2022年５月16日) 10,786 30 △2.3 － 45.1 46.9 1,328 

134期(2022年６月14日) 11,103 30 3.2 － 44.8 47.2 1,359 

135期(2022年７月14日) 11,148 30 0.7 － 45.8 46.6 1,365 

136期(2022年８月15日) 11,040 30 △0.7 － 46.8 47.3 1,328 

137期(2022年９月14日) 11,440 30 3.9 － 45.6 47.2 1,365 

138期(2022年10月14日) 10,517 30 △7.8 － 46.6 44.8 1,249 

139期(2022年11月14日) 10,403 30 △0.8 － 48.7 45.5 1,235 

140期(2022年12月14日) 10,639 30 2.6 － 47.0 46.3 1,256 

141期(2023年１月16日) 10,458 30 △1.4 － 45.8 46.7 1,232 

142期(2023年２月14日) 10,746 30 3.0 － 46.1 46.7 1,267 

143期(2023年３月14日) 10,386 30 △3.1 － 47.3 45.3 1,225 

144期(2023年４月14日) 10,671 30 3.0 － 47.9 46.0 1,262 

145期(2023年５月15日) 10,715 30 0.7 － 48.3 45.2 1,269 

146期(2023年６月14日) 10,889 30 1.9 － 47.0 45.6 1,289 

147期(2023年７月14日) 10,839 30 △0.2 － 47.3 46.7 1,272 

148期(2023年８月14日) 10,970 30 1.5 － 44.6 46.0 1,288 

149期(2023年９月14日) 10,869 30 △0.6 － 45.8 46.0 1,276 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ファンドの商品性格に適合する適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
      



品 名：90002_940887_149_04_アジアの財産３分法ファンド_981895.docx 

日 時：2023/10/31 10:50:00 

ページ：2 

 

－ 2 － 

アジアの財産３分法ファンド 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第144期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2023年３月14日 10,386 － 47.3 45.3 

３月末 10,647 2.5 48.5 45.5 

(期  末)     

2023年４月14日 10,701 3.0 47.9 46.0 

第145期 

(期  首)     

2023年４月14日 10,671 － 47.9 46.0 

４月末 10,657 △0.1 48.4 46.1 

(期  末)     

2023年５月15日 10,745 0.7 48.3 45.2 

第146期 

(期  首)     

2023年５月15日 10,715 － 48.3 45.2 

５月末 10,763 0.4 47.7 45.5 

(期  末)     

2023年６月14日 10,919 1.9 47.0 45.6 

第147期 

(期  首)     

2023年６月14日 10,889 － 47.0 45.6 

６月末 11,097 1.9 46.8 46.2 

(期  末)     

2023年７月14日 10,869 △0.2 47.3 46.7 

第148期 

(期  首)     

2023年７月14日 10,839 － 47.3 46.7 

７月末 11,057 2.0 47.5 47.1 

(期  末)     

2023年８月14日 11,000 1.5 44.6 46.0 

第149期 

(期  首)     

2023年８月14日 10,970 － 44.6 46.0 

８月末 10,953 △0.2 48.1 45.8 

(期  末)     

2023年９月14日 10,899 △0.6 45.8 46.0 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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アジアの財産３分法ファンド 

○運用経過 (2023年３月15日～2023年９月14日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2023年３月14日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、経済発展が期待されるアジアの国や地域の「株式」、「不動産」、「債券」に実質的に分散投資

を行ない、安定したインカム収益の確保を図るとともに、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行なっ

ております。各資産への投資は３つの投資信託証券を通じて行なっております。当作成期間末における、各投

資信託証券の組入比率および、当作成期間中の各投資信託証券の騰落率は以下の通りとなりました。 

 

 
 

  

作成期間中の基準価額等の推移 
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アジアの財産３分法ファンド 

当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 
＜値上がり要因＞ 

・アジア地域で経済活動が再開されたこと。 

・アジア地域で国際的な往来が徐々に再開されたこと。 

・実質金利がプラスだったことが、キャリー水準が相対的に高いアジア諸国の現地通貨建て債券に対する需

要を押し上げたこと。 

・アジア諸国の通貨が円に対して上昇したこと。 

 
＜値下がり要因＞ 

・米国でインフレが高止まりしていることを受けて、米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）がタカ派（インフレ

抑制）的な姿勢を強めるとの懸念が広がったこと。 

・中国でコロナ禍後の景気回復ペースが弱まったこと。 

・米中間で地政学的な緊張が高まったこと。 

 

 

（アジア株式市況） 

期間中のアジア株式市場は、小幅に上昇しました。 

期間の初めから2023年４月中旬にかけては、３月の欧米の金融不安による急落からの買い戻しや、各国の中

央銀行の金融引き締め局面が終盤にあるとの見方などを追い風に堅調に推移しました。５月末にかけては、半

導体市況の回復などを受けた世界的なハイテク株上昇を下支えに、台湾や韓国などは好調となったものの、コ

ロナ禍後の景気回復ペースの鈍化や米国との摩擦を受けて中国株式市場が下落圧力に晒されたことなどから、

概して下落基調となりました。その後７月末にかけては、米国の金融引き締めの長期化観測や中国景気への懸

念などから下落する局面がありましたが、米国のインフレ指標が市場予想を下回りリスク選好姿勢が高まっ

たことや、中国の景気刺激策強化を巡る楽観的な見方などがセンチメント（心理）を押し上げ、上昇しました。 

期間末にかけては、米国長期金利の上昇を受けた米国株安や、中国の不動産市場および主要経済指標がとも

に一段の悪化を見せたことを嫌気し、アジア株式市場は概して下落したものの、８月下旬に中国当局が資本市

場の活性化政策などを発表し政策期待が高まったことなどを背景に戻りを試す展開となり、やや回復して期

間末を迎えました。 

国別では、経済再開の勢いが失速して中国が景気回復を持続できず、また不動産販売の低迷が続くなか、消

費者心理や企業の活動の足かせとなったことから、期間中は中国と香港の両市場にとって困難な時期となり

ました。2023年７月末の中国の中央政治局会合で経済の主要リスクに対する政策支援について発言が強まる

と、投資家心理は一時的に回復しましたが、その後はＲＥＩＴおよび不動産セクターにさらなるストレスが広

がり、政策措置がより現実的かつ支援的なものとなっているとはいえ根本的な問題に対処していないことか

ら、市場の低迷は継続しました。 

その他のアジア株式市場は、総じて好調となりました。テクノロジーセクターの比率が高い台湾と韓国は、

生成ＡＩ（人工知能）によって生まれたファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）の変化が追い風となりまし

た。韓国は、インフレ抑制法（ＩＲＡ）による補助金を受けて、再生可能エネルギーや電気自動車生産に対す

る米国の設備投資需要が高まったことも好影響となりました。アセアンとインドはともに、サプライチェーン

（供給網）の地域化や移転投資に加えて、金利サイクルのピークアウトや内需の回復が引き続き追い風となり

ました。 

投資環境 
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アジアの財産３分法ファンド 

（アジア不動産投資信託市況） 

期間中のアジアのリート市場は、主要市場のシンガポール、香港ともに下落しました。 

期間の初めから2023年４月上旬にかけては、米国の地方銀行の経営破綻を受けた金融不安の高まりなどが

逆風となったものの、金融当局の迅速な対応により金融不安が後退し、株式市場が戻りを試す展開となったこ

とにつれて概ね堅調に推移しました。米国長期金利の低下なども追い風となりました。６月中旬にかけては、

コロナ禍後の景気回復ペースの鈍化や、米中摩擦を背景に中国株式が下落圧力に晒されたことなどがマイナ

ス材料となり、大きく下落しました。その後７月末にかけては、米国のインフレ指標が市場予想を下回ったこ

となどを受けてリスクオンの地合いとなり、概ね堅調に推移しました。中国の景気刺激策拡大に対する期待も

株価の下支えとなりました。期間末にかけては、軟調な主要マクロ経済指標を受けた中国の景気減速懸念や不

動産信用問題の再燃などからセンチメントが悪化し、下落基調となりました。 

為替市場では、対円でシンガポールドル、香港ドルともに上昇し、円ベース・リターンは押し上げられる結

果となりました。 

 

（アジア債券市況） 

期間中の米国国債相場は不安定なものになりました。2023年３月の上旬には、米国の中堅銀行が突然破綻し

たことが金融危機の拡大に対する懸念につながり、米国国債利回りは急速に低下（債券価格は上昇）しました。

米国の債務上限を巡る交渉の動向が投資家の注目を集めるようになると、交渉が合意に近づくにつれて米国

国債利回りは上昇（債券価格は下落）しました。７月末にかけては、日銀が長短金利操作（イールドカーブ・

コントロール）の運用を柔軟化しましたが、この決定は市場ではあまり予想されていなかったことから、世界

各国・地域の債券利回りが上昇しました。 

その後の米国国債利回りは、米国経済の成長回復の兆しが一段と強まったことや、米国財務省による資金調

達需要の高まり、および格付け会社による米国国債の格下げなどを受けて引き続き上昇しました。７月に開催

された米国連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）の議事録が公表され、ＦＲＢがインフレ再燃の可能性を懸念して

いたことが明らかになったことから、米国国債利回りに対する上昇圧力が一段と強まりました。その後、市場

の関心はジャクソンホール会議に移りましたが、パウエルＦＲＢ議長がインフレ率は「依然として高すぎる」

ことを認めながらも、ＦＲＢは今後の政策決定を「慎重に判断する」と表明したことから、米国国債相場はや

や安定しました。 

中国は2023年第１四半期に力強い経済成長を記録したものの、その後の経済指標では中国の経済成長の勢

いが急速に失速していることが示されました。８月に発表された７月の中国経済指標が著しく低調な結果と

なったことを受けて、中国経済に対する懸念が強まりました。中国の消費者物価指数（ＣＰＩ）はデフレ領域

に落ち込み、政府による貸出促進の取り組みにもかかわらず信用需要は低調なままでした。さらに、経済活動

に関する指標は概ね予想を下回り、各政策手段が今のところ成長回復に対して効果を発揮していないことが

明らかになりました。期間中、中国の政策当局は、景気の回復や信頼感の向上をめざした措置を発表しました。

しかしながら、規制当局は対象を絞った措置に固執したことから、市場心理の低迷が続きました。期間末にか

けては、中国政府がより大胆で明確な全国規模の政策緩和措置を発表したことから、中国のリスク資産が上昇

しました。 

その他のアジア諸国では、食品価格の上昇率が減速したことなどを受けて、主要なインフレ指標が概して減

速しました。一方、タイの中央銀行（ＢＯＴ）を除いて、アジア諸国の中央銀行の大半は、期間末にかけて政

策金利を据え置きました。ＢＯＴによると、2023年８月に実施した0.25％の利上げは、「インフレ率を目標範

囲内に持続的に維持」するだけでなく、「低金利の長期化により生じ得る金融不均衡の蓄積」を未然に防ぎ、

「政策対応余地」を温存するためのものだということです。そのほか、アジア諸国の2023年第２四半期の国内

総生産（ＧＤＰ）成長率は、前年同期比で概ね減速しました。インドネシアは例外で、比較的消費が堅調だっ
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たことが寄与し、同期間のＧＤＰ成長率は加速しました。 

このような環境のなか、アジア諸国の現地通貨建て債券利回りは概ね上昇しました。また、アジア諸国の通

貨はアメリカドルに対して概して下落したものの、円に対しては上昇しました。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「株式」は主に「アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ」受益証券、

「不動産」は「アジアンリートマザーファンド」受益証券、「債券」は「アジアンボンドマザーファンド」受益

証券に投資を行ないました。期間中の各資産への投資は、「株式」25％、「不動産」25％、「債券」50％を目途

としました。 

 

（アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ） 

ポートフォリオでは、配当性向と配当の安定性を精査し銘柄の見直しを行なうとともに、中長期的な配当利

回りの面で魅力が高く、かつ株価の成長が期待できると判断した銘柄の組入れを行ないました。質の高い持続

的な成長が見込まれる銘柄や、ファンダメンタルズが好転しつつあるとともに市場平均と比較して魅力的な

配当利回りを提供する銘柄に投資しました。 

期間中は、インドの投資比率を拡大する一方、北アジア市場のテクノロジー分野では一部利益確定売りを実

施しました。また、中国国内では金融化や産業オートメーションの分野を中心に政策支援の拡大が見込まれる

ことから、選択的に組み入れました。 

 

（アジアンリートマザーファンド） 

主として、日本を除くアジア諸国の金融商品取引所に上場されている不動産投資信託を投資対象とし、中長

期的な信託財産の成長をめざして運用を行ないました。ポートフォリオでは引き続きシンガポールのリート

への投資比率を最大とし、ついで香港、インド、韓国のリートに配分しました。 

期間中の主な投資行動としては、期待した成果を得て投資妙味が薄れた、アジア太平洋地域でホテルリゾー

ト用不動産を展開するシンガポールのホテル＆リゾートリートについて利益確定の全売却としました。一方、

非中核資産の売却を発表しており、資本構造の最適化とバランスシートの健全性の改善が期待できることか

ら、アジア太平洋地域で主に物流施設に特化したシンガポールの工業用不動産リートについて新規ポジショ

ンを構築しました。 

 

（アジアンボンドマザーファンド） 

ＦＲＢのターミナルレート（今回の利上げ局面における政策金利の到達点）の予想値が低下し、市場の関心

がアジア諸国の経済成長の減速に移ったことや、利回り水準の低い国の国債の方が米国国債相場の変動の影

響をより受けやすいという見方から、当ファンドではアジア諸国の中でも相対的に利回り水準の高い国の国

債に対して強気な見方を維持しました。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 
 

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第144期 第145期 第146期 第147期 第148期 第149期 

2023年３月15日～ 
2023年４月14日 

2023年４月15日～ 
2023年５月15日 

2023年５月16日～ 
2023年６月14日 

2023年６月15日～ 
2023年７月14日 

2023年７月15日～ 
2023年８月14日 

2023年８月15日～ 
2023年９月14日 

当期分配金 30  30  30  30  30  30  

(対基準価額比率) 0.280％ 0.279％ 0.275％ 0.276％ 0.273％ 0.275％ 

 当期の収益 30  30  30  19  30  29  

 当期の収益以外 －  －  －  10  －  0  

翌期繰越分配対象額 2,275  2,281  2,283  2,273  2,289  2,289   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、原則として、「株式」は「アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ」受益証

券、「不動産」は「アジアンリートマザーファンド」受益証券、「債券」は「アジアンボンドマザーファンド」

受益証券に投資を行ないます。各資産への投資配分は、原則として、「株式」25％、「不動産」25％、「債券」

50％を目途とする方針です。 

 

（アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ） 

中国には乗り越えなければならない問題が多くあるものの、それらは克服できないものではなく、システマ

ティック・リスク（市場全体に影響をもたらす変動）や社会不安につながることはないと考えます。中国市場

の下落が長期的投資機会をもたらしているのに加え、インドやアセアン諸国も有望な構造的成長ストーリー

を提供し続けており、また北アジアのテクノロジー企業はＡＩによる成長の波に乗っています。 

中国当局は2023年７月末、不動産とＬＧＦＶ（地方政府の資金調達事業体）市場の成長支援と潜在リスクを

抑制に向けた大幅な政策転換を示唆したものの、それ以降は具体的な緩和政策が打ち出されないままで、市場

は忍耐を失いつつあります。しかし、これは中国のような政府主導の経済では予想されることだと考えていま

す。通常、政府が指令を出してから実体経済で変化が起きるまでにはタイムラグがあり、例えば、2022年の第

４四半期にゼロコロナ政策の終了が発表されてから経済活動が再開されるまでには、１ヵ月の遅れがありま

した。何よりも重要な点として、長期スタンスの投資家が忘れてはならないのは、利益が長期的に持続可能で

ファンダメンタルズ面でポジティブな変化を遂げているクオリティの高い企業に割安に投資できる機会が、

市場の調整によってもたらされているということです。 

さらに、世界で最も魅力的な成長ストーリーを伴なう銘柄の一部はインドやアセアン諸国などで見出すこ

とができ、アジアの成長テーマは中国に限定されるべきではないと考えます。世界のサプライチェーンのシフ

分配金 
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トによる好影響が足元で特に鮮明に感じられるのは、インドとアセアン諸国です。インドとインドネシアで

は、改革によってこうしたファンダメンタルズ面の変化が特に積極的に促進されており、また、国内の金利サ

イクルがピークを打つのに伴なって景気循環も追い風になるとみられます。インドについては、複数年にわた

る住宅市場の拡大サイクルに加え、大規模な設備投資サイクルも期待できます。こういった要因から、インド

とインドネシアにおいてクオリティの高い銀行や、国内消費、設備投資サイクル、電気自動車のサプライチェー

ンから恩恵を受けやすい企業を引き続き有望視しています。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（アジアンリートマザーファンド） 

先進国でインフレと景気減速が根強く続くなかで、インフレ圧力が十分に抑制され、かつ、金融引き締めサ

イクルが欧米に先行して終盤を迎えつつあるアジア市場が見通し良好で際立っています。今後数年間、アジア

地域の経済成長率は欧米を上回り、過去10年来の先進国優位の傾向を覆すと予想されます。消費についても急

増する中産階級と高い貯蓄率を背景に構造的に成長すると期待されます。また、中国が克服しなければならな

い課題はあるにせよ、それらは克服出来ないものではなく、システマティック・リスクや社会不安に繋がるも

のではないと考えられます。株価水準が割安な現在、アジア市場はこれまで以上に投資魅力度が高まってお

り、市場のボラティリティ（変動性）が高まるなかで、強いファンダメンタルズと魅力的なリスク・リターン

を備えるアジアのリートは、相対的に高い配当利回りと低水準からの大きな収益成長効果を下支えに今後数

年間、合理的に高い支持を得られると考えています。 

不動産市場のファンダメンタルズはコロナ禍の間も当初の予想以上に回復しており、今後も継続的な経済

再開と景気回復に伴なって改善していくと予想されます。そのなかで、香港郊外のショッピングモールのテナ

ント賃料は、引き続き堅調に推移すると見込んでいます。シンガポールでは、工業用・オフィス用不動産市場

において、物件の需給逼迫にテクノロジー関連企業や大手製薬の拠点進出による需要増加も相まって、ビジネ

スパーク（複数のオフィスビルが集まっている建物や地域の総称）におけるファンダメンタルズの改善の継続

が見込まれます。物流セクターでは、物件供給が鈍化するなかでｅコマースの拡大による構造的な需要増加の

追い風を受けるとみています。また、オフィス不動産や小売り、ホテル用不動産市場の見通しは、今後数年間

の相対的な供給不足が引き続き下支えになると考えられ、進行中の経済回復の恩恵を受けると予想しています。 

上記のような見通しの下、当ファンドにおいては、安定的かつ成長性の高いインカム収入と、ファンダメン

タルズやバリュエーション（価値評価）に着目した銘柄選択を中心に、利回り水準や流動性に配慮しつつ投資

を進め、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を続けていきます。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（アジアンボンドマザーファンド） 

現在のＦＲＢによる金融政策の引き締めサイクルは、既に終わったとまでは言えないものの、終わりに近づ

きつつあります。とはいえ、米国経済が堅調なことに加えて、米国のインフレ率の低下幅が小さいことから、

市場はＦＲＢが政策金利を長期にわたって高水準に維持すると予想しています。このように米国金利が高止

まりするという想定環境下では、キャリー水準が比較的高い債券や、良好なファンダメンタルズを持つ利回り

水準の高い国の債券が選好される傾向が強まると考えています。 

当ファンドでは、アジアの国の中では、インドやインドネシアの債券が相対的に堅調に推移するとみていま

す。魅力的なキャリー水準に加えて、良好なマクロ環境と政策の信頼性がこれらの債券の下支え要因になると

みています。また、インドにおける直近のインフレ率急上昇は一時的なものだと考えており、エルニーニョ現

象によるさらに激しい天候不順がない限り、インド国内の物価上昇圧力は今後安定に向かうと予想していま

す。一方、インドネシアで発行される新たな証券「ＳＲＢＩ」は、海外からの資金流入を促進し、短中期債の
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売り圧力を軽減させる可能性があります。 

米国金利がピークに達しつつあるとの見方がアメリカドルに対する投資家心理の重しとなり、アジア通貨

を押し上げる可能性があります。当ファンドでは、アジア通貨の中では、タイバーツやインドネシアルピア、

韓国ウォンおよびシンガポールドルを選好しています。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年３月15日～2023年９月14日) 

項 目 
第144期～第149期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 71  0.658  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (29)  (0.265)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (39)  (0.359)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 4)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.021   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 2)  (0.021)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.008   (c)有価証券取引税＝作成期間の有価証券取引税÷作成期間の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 1)  (0.008)   

（d） そ の 他 費 用 25   0.235   (d)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (17)  (0.157)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） ( 5)  (0.048)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 （ そ の 他 ） ( 3)  (0.028)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 99   0.922    

作成期間の平均基準価額は、10,862円です。  
 

（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 
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（参考情報） 

◯経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した経費率（年率）は1.93％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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アジアの財産３分法ファンド 

○売買及び取引の状況 (2023年３月15日～2023年９月14日) 

 

 

銘 柄 
第144期～第149期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ 3,566 5,227 － －  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

 

銘 柄 
第144期～第149期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
アジアンリートマザーファンド － － 398 1,176 

アジアンボンドマザーファンド － － 20,406 34,881 
 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2023年３月15日～2023年９月14日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2023年３月15日～2023年９月14日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2023年３月15日～2023年９月14日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アジアの財産３分法ファンド 

○組入資産の明細 (2023年９月14日現在) 

 

銘 柄 
第143期末 第149期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ 198,548 202,115 291,146 22.8 

合 計 198,548 202,115 291,146 22.8 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
第143期末 第149期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アジアンリートマザーファンド 103,684 103,286 307,586 

アジアンボンドマザーファンド 385,686 365,280 637,816 
 
（注） 各親投資信託の2023年９月14日現在の受益権総口数は、以下の通りです。 

 ・アジアンリートマザーファンド 1,561,525千口 ・アジアンボンドマザーファンド 365,280千口 

 

○投資信託財産の構成 (2023年９月14日現在) 

項 目 
第149期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 291,146 22.7 

アジアンリートマザーファンド 307,586 24.0 

アジアンボンドマザーファンド 637,816 49.7 

コール・ローン等、その他 45,832 3.6 

投資信託財産総額 1,282,380 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） アジアンリートマザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（4,608,945千円）の投資信託財産総額（4,763,712千円）

に対する比率は96.8％です。 

（注） アジアンボンドマザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（634,134千円）の投資信託財産総額（637,798千円）に対

する比率は99.4％です。 

（注） 外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=147.17円、1香

港ドル=18.80円、1シンガポールドル=108.30円、1マレーシアリンギット=31.458円、1タイバーツ=4.12円、1フィリピンペソ=2.5948円、

1インドネシアルピア=0.0096円、1韓国ウォン=0.1112円、1インドルピー=1.79円。 

 

  

親投資信託残高 
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アジアの財産３分法ファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第144期末 第145期末 第146期末 第147期末 第148期末 第149期末 

2023年４月14日現在 2023年５月15日現在 2023年６月14日現在 2023年７月14日現在 2023年８月14日現在 2023年９月14日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 1,268,487,775   1,275,475,962   1,296,291,064   1,278,474,855   1,294,075,897   1,282,380,212   

 コール・ローン等 46,894,567   45,254,205   42,502,594   47,053,495   43,639,252   45,831,165   

 投資信託受益証券(評価額) 283,646,727   280,293,234   296,583,712   293,956,215   293,390,293   291,146,815   

 アジアンリートマザーファンド(評価額) 308,507,270   306,697,786   301,740,053   308,629,237   310,777,588   307,586,047   

 アジアンボンドマザーファンド(評価額) 629,439,211   642,649,737   655,464,705   628,835,908   646,268,764   637,816,185   

 未収入金 －   581,000   －   －   －   －   

(B) 負債 6,333,864   5,988,657   7,121,910   6,409,378   5,475,070   6,034,443   

 未払収益分配金 3,548,307   3,554,175   3,551,781   3,520,919   3,524,130   3,522,814   

 未払解約金 1,296,131   808,684   1,887,197   1,081,692   －   469,323   

 未払信託報酬 1,383,734   1,416,532   1,373,449   1,395,382   1,434,601   1,422,217   

 未払利息 3   22   84   17   72   6   

 その他未払費用 105,689   209,244   309,399   411,368   516,267   620,083   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,262,153,911   1,269,487,305   1,289,169,154   1,272,065,477   1,288,600,827   1,276,345,769   

 元本 1,182,769,051   1,184,725,083   1,183,927,155   1,173,639,906   1,174,710,033   1,174,271,510   

 次期繰越損益金 79,384,860   84,762,222   105,241,999   98,425,571   113,890,794   102,074,259   

(D) 受益権総口数 1,182,769,051口 1,184,725,083口 1,183,927,155口 1,173,639,906口 1,174,710,033口 1,174,271,510口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,671円 10,715円 10,889円 10,839円 10,970円 10,869円 
 

（注） 当ファンドの第144期首元本額は1,179,817,193円、第144～149期中追加設定元本額は31,812,549円、第144～149期中一部解約元本額は

37,358,232円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第144期1.0671円、第145期1.0715円、第146期1.0889円、第147期1.0839円、第148期1.0970円、第149期1.0869

円です。 
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アジアの財産３分法ファンド 

○損益の状況 

項 目 
第144期 第145期 第146期 第147期 第148期 第149期 

2023年３月15日～ 
2023年４月14日 

2023年４月15日～ 
2023年５月15日 

2023年５月16日～ 
2023年６月14日 

2023年６月15日～ 
2023年７月14日 

2023年７月15日～ 
2023年８月14日 

2023年８月15日～ 
2023年９月14日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 1,389,611   1,413,459   1,413,214   1,413,040   1,412,704   1,413,102   

 受取配当金 1,389,818   1,414,707   1,414,805   1,414,737   1,414,806   1,414,806   

 支払利息 △        207   △      1,248   △      1,591   △      1,697   △      2,102   △      1,704   

(B) 有価証券売買損益 37,205,009   8,866,553   24,110,836   △  2,413,398   18,972,187   △  8,128,932   

 売買益 37,281,462   18,708,432   29,105,446   6,991,903   19,581,207   38,090   

 売買損 △     76,453   △  9,841,879   △  4,994,610   △  9,405,301   △    609,020   △  8,167,022   

(C) 信託報酬等 △  1,489,423   △  1,524,779   △  1,478,355   △  1,501,959   △  1,544,180   △  1,530,847   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 37,105,197   8,755,233   24,045,695   △  2,502,317   18,840,711   △  8,246,677   

(E) 前期繰越損益金 42,948,181   76,195,461   81,029,273   99,985,301   93,812,847   108,829,394   

(F) 追加信託差損益金 2,879,789   3,365,703   3,718,812   4,463,506   4,761,366   5,014,356   

 (配当等相当額) (  104,544,033)  (  105,695,007)  (  106,296,592)  (  106,526,864)  (  107,042,548)  (  107,408,184)  

 (売買損益相当額) (△101,664,244)  (△102,329,304)  (△102,577,780)  (△102,063,358)  (△102,281,182)  (△102,393,828)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 82,933,167   88,316,397   108,793,780   101,946,490   117,414,924   105,597,073   

(H) 収益分配金 △  3,548,307   △  3,554,175   △  3,551,781   △  3,520,919   △  3,524,130   △  3,522,814   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 79,384,860   84,762,222   105,241,999   98,425,571   113,890,794   102,074,259   

 追加信託差損益金 2,879,789   3,365,703   3,718,812   4,463,506   4,761,366   5,014,356   

 (配当等相当額) (  104,550,914)  (  105,701,387)  (  106,302,006)  (  106,535,557)  (  107,047,597)  (  107,413,311)  

 (売買損益相当額) (△101,671,125)  (△102,335,684)  (△102,583,194)  (△102,072,051)  (△102,286,231)  (△102,398,955)  

 分配準備積立金 164,559,385   164,606,845   163,991,996   160,245,767   161,907,041   161,450,988   

 繰越損益金 △ 88,054,314   △ 83,210,326   △ 62,468,809   △ 66,283,702   △ 52,777,613   △ 64,391,085   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託するために要した費用のうち、2023年３月15日～2023年９月14日

の期間に当ファンドが負担した費用は1,712,531円です。 

（注） 分配金の計算過程（2023年３月15日～2023年９月14日）は以下の通りです。 

項 目 
2023年３月15日～ 
2023年４月14日 

2023年４月15日～ 
2023年５月15日 

2023年５月16日～ 
2023年６月14日 

2023年６月15日～ 
2023年７月14日 

2023年７月15日～ 
2023年８月14日 

2023年８月15日～ 
2023年９月14日 

a. 配当等収益(経費控除後) 4,157,202円 4,285,264円 3,697,032円 2,292,811円 5,443,716円 3,517,061円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 104,550,914円 105,701,387円 106,302,006円 106,535,557円 107,047,597円 107,413,311円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 163,950,490円 163,875,756円 163,846,745円 161,473,875円 159,987,455円 161,456,741円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 272,658,606円 273,862,407円 273,845,783円 270,302,243円 272,478,768円 272,387,113円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,305円 2,311円 2,313円 2,303円 2,319円 2,319円 

g. 分配金 3,548,307円 3,554,175円 3,551,781円 3,520,919円 3,524,130円 3,522,814円 

h. 分配金(１万口当たり) 30円 30円 30円 30円 30円 30円 

 
上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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アジアの財産３分法ファンド 

○分配金のお知らせ  

 第144期 第145期 第146期 第147期 第148期 第149期 

１万口当たり分配金（税込み） 30円 30円 30円 30円 30円 30円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2023年３月15日から2023年９月14日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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China
38,428.00 CHINA LESSO GROUP HOLDINGS L HKD 40,126.79 1.88
32,729.00 CHINA MEDICAL SYSTEM HOLDING HKD 51,494.41 2.40
7,333.00 CHINA MERCHANTS BANK-H HKD 41,010.49 1.92

36,184.00 CHINA YONGDA AUTOMOBILES SER HKD 26,888.93 1.26
2,883.00 FOSHAN HAITIAN FLAVOURING -A CNY 33,011.62 1.55

14,000.00 HEALTH AND HAPPINESS H&H INT HKD 29,883.54 1.40
1,200.00 JIANGSU HENGLI HYDRAULIC C-A CNY 10,900.93 0.51
6,020.00 NARI TECHNOLOGY CO LTD-A CNH 21,230.10 0.99
4,540.00 PING AN INSURANCE GROUP CO-H HKD 30,043.82 1.41

400.00 SHENZHEN MINDRAY BIO-MEDIC-A CNY 18,180.88 0.85
2,694.00 TENCENT HOLDINGS LTD HKD 115,285.06 5.40
5,300.00 ZHEJIANG CHINT ELECTRICS-A CNY 21,118.58 0.99

439,175.15 20.56
Hong Kong

13,754.00 AIA GROUP LTD HKD 152,959.95 7.16
10,576.00 BOC HONG KONG HOLDINGS LTD HKD 36,043.92 1.69
41,083.00 CHINA WATER AFFAIRS GROUP HKD 33,950.87 1.59
28,000.00 CIMC ENRIC HOLDINGS LTD HKD 28,305.06 1.33
42,000.00 CSPC PHARMACEUTICAL GROUP LT HKD 44,125.75 2.06
1,392.00 HONG KONG EXCHANGES & CLEAR HKD 60,138.94 2.82
9,111.00 LINK REIT HKD 66,888.22 3.13

18,373.00 SITC INTERNATIONAL HOLDINGS HKD 40,865.68 1.91
463,278.39 21.69

India
4,733.00 DABUR INDIA LTD INR 32,120.68 1.50

10,633.00 EMBASSY OFFICE PARKS REIT INR 43,191.36 2.03
4,077.00 HINDALCO INDUSTRIES LTD INR 23,327.07 1.09
7,135.00 ICICI BANK LTD INR 76,830.87 3.60
2,497.00 INDUSIND BANK LTD INR 36,825.71 1.72
1,750.00 SUN PHARMACEUTICAL INDUS INR 21,182.77 0.99
2,210.00 TECH MAHINDRA LTD INR 27,151.52 1.27

260,629.98 12.20
Indonesia

762,657.00 ACE HARDWARE INDONESIA IDR 24,299.20 1.14
523,410.00 ARWANA CITRAMULIA TBK PT IDR 33,453.86 1.55
60,104.00 BANK CENTRAL ASIA TBK PT IDR 33,010.39 1.55

117,342.00 BANK NEGARA INDONESIA PERSER IDR 69,534.60 3.26
160,298.05 7.50

Malaysia
45,400.00 SIME DARBY BERHAD MYR 23,705.06 1.11

23,705.06 1.11
Philippines

505,829.00 NICKEL ASIA CORP PHP 53,008.66 2.48
16,580.00 UNION BANK OF PHILIPPINES PHP 25,616.39 1.20

78,625.05 3.68
Singapore

11,673.00 CAPITALAND INVESTMENT LTD/SI SGD 32,202.48 1.51
89,945.00 CSE GLOBAL LTD SGD 22,801.38 1.07
1,814.00 DBS GROUP HOLDINGS LTD SGD 45,877.35 2.15
7,810.00 KEPPEL CORP LTD SGD 42,275.89 1.98

55,200.00 KEPPEL INFRASTRUCTURE TRUST SGD 22,224.81 1.04
21,772.00 SHENG SIONG GROUP LTD SGD 26,784.74 1.25
2,400.00 UNITED OVERSEAS BANK LTD SGD 54,935.71 2.57

247,102.36 11.57
South Korea

76.00 LG CHEM LTD KRW 36,061.69 1.69
2,098.00 SAMSUNG ELECTRONICS-PREF KRW 83,787.27 3.92

119,848.96 5.61
Taiwan

2,095.00 ADVANTECH CO LTD TWD 22,561.70 1.06
4,468.00 CHAILEASE HOLDING CO LTD TWD 31,545.16 1.48

25,000.00 CTCI CORP TWD 34,040.45 1.60
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3,000.00 DELTA ELECTRONICS INC TWD 27,964.42 1.31
1,000.00 MEDIATEK INC TWD 20,334.80 0.95
8,000.00 NUVOTON TECHNOLOGY CORP TWD 29,932.83 1.40
6,000.00 SINBON ELECTRONICS CO LTD TWD 53,683.87 2.51
8,000.00 TAIWAN SEMICONDUCTOR MANUFAC TWD 116,738.02 5.46

336,801.25 15.77
Thailand

35,016.00 POLYPLEX PCL-NVDR THB 25,527.76 1.19
25,527.76 1.19

2,154,992.01 100.88

Transferable securities dealt in on another regulated market

Shares
Taiwan

550.00 EMEMORY TECHNOLOGY INC TWD 23,889.32 1.12
23,889.32 1.12
23,889.32 1.12

Total securities portfolio 2,178,881.33 102.00

Summary of net assets
Securities Portfolio as at December 31, 2022 (continued)
Summary of net assets

% NAV
Total securities portfolio 2,178,881.33 102.00
Cash at bank 64,007.76 3.00
Other assets and liabilities (106,665.68) (5.00)
Total net assets 2,136,223.41 100.00

The accompanying notes are an integral part of these financial statements.
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Portfolio Breakdowns
NIKKO AM GLOBAL UMBRELLA TRUST - Asia High Dividend Equity Fund (in USD)
Portfolio Breakdowns

Sector allocation % of portfolio % of net assets

Banks 19.26 19.66
Electric & Electronic 17.32 17.66
Cosmetics 9.04 9.20
Insurance 8.40 8.57
Building materials 6.88 7.01
Internet 5.29 5.40
Real estate 5.05 5.16
Distribution & Wholesale 4.67 4.76
Financial services 4.21 4.30
Metal 3.50 3.57
Chemical 2.95 3.02
Office & Business equipment 2.08 2.13
Others 11.35 11.56

100.00 102.00

Country allocation % of portfolio % of net assets

Hong Kong 21.26 21.69
China 20.16 20.56
Taiwan 16.55 16.89
India 11.96 12.20
Singapore 11.34 11.57
Indonesia 7.36 7.50
South Korea 5.50 5.61
Philippines 3.61 3.68
Others 2.26 2.30

100.00 102.00
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